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ＡＩネットワーク化検討会議

【概要】 ２０４０年代を見据え、ＡＩネットワーク化（※）に向け、次に掲げる項目を検討する。
○ 目指すべき社会像及びその基本理念の整理
○ ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす影響及びリスクの評価 （インパクトスタディ、リスクスタディ）
○ ＡＩネットワーク化の社会的・経済的・倫理的課題に関し、当面の課題その他今後注視し、又は検討すべき事項の整理

【構成】 （座長）須藤修（東京大学大学院情報学環教授） （構成員）理工学系及び人文・社会科学系の研究者３７人。若手・中堅が中心。

【状況】 平成２８年２月２日に第１回会合を開催。親会のほか、３分科会（経済、社会・人間、法・リスク）を逐次開催。

２．目指すべき社会像及びその基本理念

（※）「ＡＩネットワーク化」とは、人工知能（ＡＩ）を構成要素とする
情報通信ネットワークシステムの構築及び高度化をいう。

【目指すべき社会像】 智連社会（Wisdom Network Society 【ＷＩＮＳ】）
 人間がＡＩネットワークシステムと共存

 データ・情報・知識を自由かつ安全に創造・流通・連結して

智のネットワークを構築

 あらゆる分野でヒト・モノ・コト相互間の空間を超えた協調が進展

ウインズ

【目指すべき社会像の基本理念】
○ すべての人々がＡＩネットワークシステムの恵沢をあまねく享受

○個人が、尊厳をもった自律的な主体として、安心して安全に利活用

○ イノベーティブな研究開発と公正な競争を通じて、多様で高度な
ＡＩネットワークシステムを実現

○ ＡＩネットワークシステムに関し、制御可能性と透明性を確保

○ ＡＩネットワークシステムにより、地球規模課題の解決に貢献等

１．ＡＩネットワーク化の進展段階

① ＡＩが、他のＡＩと連携せず、インターネットを介するなどして

単独で機能

② ＡＩ相互間のネットワークが形成され、

社会の各分野における自動調整・自動調和が進展

③ 人間の潜在能力がＡＩネットワークシステムにより拡張

④ 人間とＡＩネットワークシステムとが共存

３．ＡＩネットワーク化の影響・リスク

【ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす影響】（インパクトスタディ）
○公共・生活・産業の各分野（全１６分野）を２０２０～４０年代の時系列で展望
○我が国への経済効果：121兆円増（２０４５年、生産高、直接的効果のみ）
【ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらすリスク】（リスクスタディ）
○リスクを機能に関するリスク（セキュリティ、不透明化、制御喪失等）と法制度・

権利利益に関するリスク（事故、犯罪、プライバシー等）とに区分して整理

４．当面の課題

○ＡＩの研究開発に当たり留意すべき事項（透明性、制御可能性、セキュリティ等）
を国際的に共有するため、研究開発の原則を国際的に参照される枠組みとして
策定することに向け、関係するステークホルダーの参画を得て、検討に着手

○イノベーティブかつ競争的なエコシステムの確保（市場の継続的注視、

ＡＩネットワークシステムの相互接続性・相互運用性の確保等）

○利用者（特に消費者等）の保護（市場の継続的注視、国際的な制度調和等）

○社会の基本ルールに関する検討（インターネットに関するルール（自己責任が
基調）とモノの世界に関するルール（製造物責任が基調）との調和の在り方等）

○情報通信インフラの高度化の加速（ＳＤＮに関する相互接続性等の確保等）

○リテラシーの涵養と人材（技術者、産業構造の変化に対応できる人材等）の育成

○ＡＩネットワーク化をめぐる諸課題に関する国際的な議論の場の形成

及び国際的な議論に向けた国内における議論の場の形成 等

中間報告書「ＡＩネットワーク化が拓く智連社会（ＷＩＮＳ）」（平成２８年４月１５日公表）の概要中間報告書「ＡＩネットワーク化が拓く智連社会（ＷＩＮＳ）」（平成２８年４月１５日公表）の概要
ウインズ
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ＡＩネットワーク化検討会議構成員一覧
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１ Ｇ７香川・高松情報通信大臣会合の結果

高市総務大臣から、Ｇ７各国が中心となり、ＯＥＣＤ等国際機関の協力も得て、ＡＩネットワーク化が社会・経済に
与える影響、ＡＩの開発原則の策定等に関し、関係ステークホルダーの参画を得て国際的な議論を進めることを提案。

※ 高市総務大臣からの提案に当たっては、ＡＩネットワーク化検討会議中間報告書に掲げる
８項目からなるＡＩの開発原則のたたき台を配付。

高市総務大臣の提案に対し、各国からの賛同が得られたところ。

２ 今後の予定

国際的には、ＯＥＣＤにおいて議論を推進するほか、Ｇ７及び二国間の議論を継続。
国内においては、内閣府等と連携して、議論を推進。

(1) 国際

・ＯＥＣＤデジタル経済に関する閣僚級会合（６月）において、Ｇ７情報通信大臣会合の成果を紹介して、ＡＩネット

ワーク化が社会・経済に与える影響、ＡＩの開発原則の策定等に関する国際的な議論の推進の必要性を改めて提案。

・ＯＥＣＤ技術予測フォーラム等において、各国との情報交換等を実施。

・年内に、日本が議長となり、中間レビュー。来年のＧ７情報通信大臣会合（伊国）においても、フォローアップ。

・日米、日ＥＵ、日独等二国間においても、情報交換等を推進（例： ホワイトハウス主催の会議に参加）。

(2) 国内

・ＡＩネットワーク化検討会議において、ＡＩネットワーク化をめぐる社会的・経済的・倫理的課題に関し、今後注視
し、又は検討すべき事項の整理に向けた検討を継続（６月中を目途に報告書公表予定）。

・ＡＩネットワーク化に関する国際的な議論に向け、内閣府等と連携しつつ、産学民官の関係ステークホルダーの参加
を得て、国内の議論の場を形成。

Ｇ７香川・高松情報通信大臣会合の結果と今後の予定（ＡＩ関連）
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ＡＩの研究開発に関する原則（開発原則）の策定

ＯＥＣＤプライバシーガイドライン、同・セキュリティガイドライン等を参考に、関係ステークホルダーの参画を得つつ、
ＡＩの研究開発に関する原則を国際的に参照される枠組みとして策定することに向け、検討に着手することが必要。

研究開発に関する原則の策定に当たっては、少なくとも、次に掲げる事項をその内容に盛り込むべき。

① 透明性の原則

ＡＩネットワークシステムの動作の説明可能性及び検証可能性を確保すること 。

② 利用者支援の原則

ＡＩネットワークシステムが利用者を支援するとともに、利用者に選択の機会を適切に提供するよう配慮すること 。

③ 制御可能性の原則

人間によるＡＩネットワークシステムの制御可能性を確保すること 。

④ セキュリティ確保の原則

ＡＩネットワークシステムの頑健性及び信頼性を確保すること 。

⑤ 安全保護の原則

ＡＩネットワークシステムが利用者及び第三者の生命・身体の安全に危害を及ぼさないように配慮すること 。

⑥ プライバシー保護の原則

ＡＩネットワークシステムが利用者及び第三者のプライバシーを侵害しないように配慮すること 。

⑦ 倫理の原則

ネットワーク化されるＡＩの研究開発において、人間の尊厳と個人の自律を尊重すること。

⑧ アカウンタビリティの原則

ネットワーク化されるＡＩの研究開発者が利用者等関係ステークホルダーへのアカウンタビリティを果たすこと。6



（参考） 世界最先端ＩＴ国家創造宣言（関連部分抜粋）

世界最先端ＩＴ国家創造宣言 （平成28年５月20日改定）世界最先端ＩＴ国家創造宣言 （平成28年５月20日改定）

II. 「国から地方へ、地方から全国へ」（ＩＴ利活用の更なる推進のための３つの重点項目）

II ‒２．【重点項目２】 安全・安心なデータ流通と利活用のための環境の整備

II ‒２‒ (１) 利用者志向のデータ流通基盤の構築

［主な取組内容］

（基盤を支える技術開発等）

・ＡＩの普及及びネットワーク化に伴う社会的・倫理的課題に関し、ＡＩの研究開発に当たっての留意

事項に関する国際的に参照すべき原則の策定やその見直し等に関する国内外における継続的な議論の

推進、その他所要の措置を講ずる。

工程表

２. ［重点項目２］安全・安心なデータ流通と利活用のための環境の整備

(１) 利用者志向のデータ流通基盤の構築

○ＡＩの普及及びネットワーク化に伴う社会的・倫理的課題に関する国内外の議論の推進

・ＡＩの普及及びネットワーク化並びにその社会や人間への影響を踏まえ、ＡＩの研究開発に

当たり留意すべき事項（透明性、制御可能性等）に関し国際的に参照すべき原則の策定及び

その継続的見直しその他関連する社会的・倫理的課題に関し、国内外における継続的な議論

の推進に向けて所要の措置を講ずる。【総務省、内閣府】

【平成28年度～平成30年度】【平成31年度～平成33年度】

【参考】骨太の方針及び成長戦略についても、同様の記述を盛り込むべく調整中。 7



ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす効果

（別添）
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ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす効果（１／４）
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ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす効果（２／４）

10



10

ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす効果（３／４）
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ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす効果（４／４）
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